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源
平
闘
諍
録
全
釈
（
八
―
巻
一
上
⑧
（
一
三
オ
4
～
一
五
オ
2
））早

　

川
　

厚
　

一

【
原
文
】

従
昔
（
一
）

源
氏
〔

1

平
歟
〕
両
氏
如
鳥

ノ

二
―

翅
一ノ

似
車

ノ

両
―

輪
一ニ

互
ニ

被
召
―

仕
朝
家
一ニ

護
国
―

家
一ヲ

棟
梁
也
然

ヲ

若
不
随
二

皇
化
一ニ

軽
ス
ル

朝
威
一ヲ

者
同
令
誅
二―

罰
之
一

間
敢

テ

無
二

世
―ノ

乱
一モ

保
―

元
ニ

為
―

義
被
（
レ
）

剪
（
ラ
）

平
―

治
義
―

朝
被

レ

打
（
一
）

之
後

ハ

末
―

々
ノ

源
氏
共
雖
有
二

少
々
一

或
ハ

被
流
（
一
）

或
被
誅
（
一
）

今
ハ

平
―

家
一
―

類
ノ
ミ

繁
―

昌
シ
テ

更
ニ

無
二

サ
シ
イ
タ
スレ

首
ヲ

者
一

何
末

ノ

世
ニ
モ

有
二

何
―

事
一カ

見
ヘ
シ

【
釈
文
】

　

昔
よ
り
源
氏
〔

1

平
か
〕
両
氏
、
鳥
の
二
つ
の
翅

つ
ば
さ

の
ご
と
く
、
車
の
両ふ

た

つ
の
輪
に
似
た
り
。
互
ひ
に
朝
家
に
召
し
仕
は
れ
、
国
家
を
護
る
棟
梁
な
り
。
然
る
を
、
若
し
皇

く
わ
う

化く
わ

に
随
は
ず
、
朝
威
を
軽
ん
ず
る
者
に
は
、
同
じ
く
之
を
誅
罰
せ
し
む
る
間
、
敢
へ
て
世
の
乱
れ
も
無
か
り
し
に
、
保
元
に
為
義
剪き

ら
れ
、
平
治
に
義
朝
打
た
れ
し
後
は
、
末
々

の
源
氏
共
、
少
々
有
り
と
雖
も
、
或
い
は
流
さ
れ
或
い
は
誅
さ
れ
、
今
は
平
家
の
一
類
の
み
繁
昌
し
て
、
更
に
首

か
し
ら

を

す
者

さ
し
い
だ

無
し
。
何い

か

な
る
末
の
世
に
も
何
事
か
有
ら
ん
と

ぞ
見
え
（
へ
）
し
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
平
歟
」
の
傍
書
は
本
文
と
同
筆
か
。「
源
平
両
氏
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
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【
注
解
】
〇
鳥
の
二
つ
の
翅
の
ご
と
く
、
車
の
両
つ
の
輪
に
似
た
り
　

当
該
の
譬

喩
は
、〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。
源
平
両
氏
を
、
鳥
の
左
右
の
羽
の
よ
う
に
、
車
の

両
輪
の
よ
う
に
、
互
い
に
欠
け
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
譬
喩
と
し
て
引
く
。
こ

の
譬
喩
は
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
覚
・
中
〉
で
は
、
三
井
寺
か
ら
延
暦
寺
に
出

さ
れ
た
牒
状
に
、「
延
暦
、
園
城
両
寺
者
、
門
跡
二
雖
（
二
）

相
分
（
一
）

、
所
（
レ
）

学
是

同
（
二
）

円
頓
一
味
教
文
一

也
。
縦
如
（
二
）

鳥
之
左
右
翅
（
一
）

。
又
似
（
二
）

車
之

ノ

二
輪
一

」

（〈
延
〉
巻
四
―
三
五
オ
）
と
し
て
引
か
れ
る
。
延
暦
寺
を
園
城
寺
と
同
等
に
み
な

す
こ
の
句
が
延
暦
寺
衆
徒
の
怒
り
を
買
い
、
以
仁
王
挙
兵
の
折
、
離
反
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
物
語
の
中
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
句
で
あ
る
。
黒
田
彰
に
よ

れ
ば
、
当
句
は
、『
観
世
音
菩
薩
往
生
浄
土
本
縁
経
』
に
よ
る
も
の
だ
が
、
類
句

が
酉
誉
の
『
当
麻
曼
荼
羅
疏
』
三
十
五
・
四
や
、『
孝
行
集
』
三
十
九
話
等
に
見
え

る
（
三
九
頁
）。
し
か
し
、〈
闘
〉
の
当
該
句
は
、〈
四
・
長
〉「
縦
如
二

鳥
之
二
翅
一

。
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（
二

）

亦
似
二

車
二
輪
一

」（〈
長
〉2
―
一
一
〇
頁
）に
近
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

延
暦
寺
へ
の
牒
状
に
見
え
る
句
を
取
り
込
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。〈
闘
〉
以
外
の
諸

本
で
は
、
こ
の
「
三
井
寺
か
ら
延
暦
寺
へ
の
牒
状
」
は
、
こ
の
時
同
様
に
出
さ
れ

た
「
三
井
寺
か
ら
興
福
寺
へ
の
牒
状
」
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
興
福
寺
か
ら
三

井
寺
へ
の
返
牒
」と
い
う
三
点
セ
ッ
ト
で
巻
四
該
当
部
に
置
か
れ
て
あ
る
の
だ
が
、

〈
闘
〉は
返
牒
の
み
を
巻
五
に
取
り
込
み
、「
延
暦
寺
へ
の
牒
状
」に
見
る
当
該
句
を
、

源
平
両
氏
の
譬
喩
と
し
て
こ
こ
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
来
巻

四
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
返
牒
記
事
を
、〈
闘
〉
が
巻
五
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、〈
闘
〉
に
は
、
巻
四
は
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が

（
早
川
厚
一
①
八
頁
）、
当
該
句
の
場
合
も
同
様
な
事
情
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。〈
名
義
抄
〉「
翅
　

ツ
ハ
サ
　

ハ
ネ
」（
僧
中
六
三
1
）。
　

〇
国
家
を
護
る

棟
梁
な
り
　

〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。
同
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、
源
平
両
氏
を
「
朝

家
を
護
る
」
存
在
と
す
る
見
方
は
、
他
に
も
見
出
せ
る
。〈
延
〉
で
示
せ
ば
次
の

と
お
り
。「
源
平
両
氏
、肩
ヲ
並
テ
、互
ニ
朝
敵
ヲ
被
鎮
一

キ
」（
巻
一
―
九
三
ウ
）、「
昔

ヨ
リ
源
平
両
家
、朝
家
ノ
御
守
ニ
テ
帝
王
ノ
宮
仕
ヲ
仕
ル
」（
巻
十
―
二
〇
オ
）、「
源

平
両
家
初
テ
朝
家
ニ
召
仕
テ
ヨ
リ
以
来
、
源
氏
ノ
狼
藉
ヲ
バ
平
氏
ヲ
以
テ
鎮
メ
、

平
氏
ノ
狼
藉
ヲ
バ
源
氏
ヲ
以
テ
鎮
ラ
ル
。
互
ニ
牛
角
ノ
如
ニ
テ
候
キ
」（
巻
十
一

―
七
三
ウ
）。
　

〇
朝
威
を
軽
ん
ず
る
者
に
は
、
同
じ
く
之
を
誅
罰
せ
し
む
る
間
、

敢
へ
て
世
の
乱
れ
も
無
か
り
し
に
　

前
項
の
〈
延
〉
巻
十
一
の
事
例
に
見
る
よ
う

に
、
源
氏
の
朝
敵
行
為
に
は
平
氏
が
鎮
め
、
平
氏
の
朝
敵
行
為
に
は
源
氏
が
鎮
め

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
世
の
乱
れ
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
保
元
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に
為
義
が
斬
ら
れ
、
平
治
に
義
朝
が
討
た
れ
た
た
め
、
平
家
の
み
が
繁
昌
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
後
の
平
家
や
義
仲
の
朝
敵
行
為
に
対
し
、
彼
等

を
討
と
う
と
し
た
の
は
、
後
白
河
院
近
臣
（
成
親
・
西
光
親
子
・
知
康
等
）
で
あ
っ

た
。
あ
る
い
は
、
後
白
河
院
の
子
以
仁
王
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
等
の
平
家
討
滅

の
動
機
は
、
平
家
へ
の
私
怨
や
王
位
へ
の
野
望
で
あ
っ
た
と
し
て
、
鹿
谷
事
件
や

山
門
事
件
、
さ
ら
に
は
以
仁
王
の
挙
兵
や
法
住
寺
殿
合
戦
が
批
判
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
朝
憲
を
軽
ん
じ
た
平
家
は
、
朝
家
の
命
を
受
け
た
源
氏
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
『
平
家
物
語
』
の
歴
史
理
解
で
あ
る
。
源
氏
の
者
の

中
で
、
平
家
討
滅
を
策
し
た
者
も
い
た
。
源
頼
政
で
あ
る
。
し
か
し
、
頼
政
の
動

機
も
平
家
（
宗
盛
）
へ
の
私
怨
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
、
平
家
討
滅
を
果

た
し
た
頼
朝
に
は
、
以
仁
王
の
令
旨
で
は
な
く
、
後
白
河
院
の
院
宣
が
必
要
と
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
（
早
川
厚
一
②
九
四
頁
）。
　

〇
何
な
る
末
の
世
に
も
何
事
か

有
ら
ん
と
ぞ
見
え
し
　

〈
闘
〉
で
は
、「
鱸
」
説
話
を
挿
ん
で
、「
吾
身
栄
花
」
話

末
で
は
、「
帝
闕
も
仙
洞
も
争
か
此
れ
に
は
過
ぐ
べ
し
と
、
目
出
た
く
ぞ
見
え
し
」

（
本
全
釈
七
―
七
頁
）
と
締
め
括
り
、
本
話
で
も
、「
何
な
る
末
の
世
に
も
何
事
か

有
ら
ん
と
ぞ
見
え
し
」
と
締
め
括
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
話
末
は
、
言
祝
ぎ
の
「
言

葉
と
は
裏
腹
に
、
歴
史
の
新
た
な
展
開
の
な
か
で
平
家
が
滅
亡
し
て
ゆ
く
こ
と
を

暗
に
予
告
す
る
暗
示
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」（
美
濃
部
重
克
八
一
頁
）
と
読
む

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、〈
闘
〉
の
場
合
は
、
そ
の
間
に
「
鱸
」
説
話
を
挿
む

よ
う
に
、
両
記
事
の
話
末
を
、
い
ず
れ
も
平
家
の
栄
華
を
言
祝
ぐ
一
節
と
し
て
読

ま
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
本
全
釈
七
―
九
頁
）。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

黒
田
彰
「
中
世
叢
林
の
学
問
―
康
頼
、
覚
明
の
こ
と
―
」（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
五
七
―
三
、
一
九
九
二
・
3
）

＊ 

早
川
厚
一
①
「『
源
平
闘
諍
録
』
は
五
冊
本
で
成
立
し
た
か
」（
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
年
報
二
三
、
二
〇
一
〇
・
12
）
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（
三
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＊ 

早
川
厚
一
②
「『
平
家
物
語
』
の
歴
史
観
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
〔
人
文
・
自
然
科
学
篇
〕
三
二
―
1
、一
九
九
五
・
7
。『
平
家
物
語
を
読
む
―
成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
―
』

に
改
変
の
上
再
録
。
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 
美
濃
部
重
克
「『
平
家
物
語
』
序
章
考
」（
南
山
国
文
論
集
一
〇
、一
九
八
六
・
3
。『
観
想
　

平
家
物
語
』
に
改
変
の
上
再
録
。
三
弥
井
書
店
二
〇
一
二
・
8
。
引
用
は

後
者
に
よ
る
）

【
原
文
】

四
　

内
与永

暦院
御応

保
比中

不
和
之
事

雖
然
（
一
）

過
保
元
々
年
七
月
鳥
―

羽
―

法
〈
諱
云
宗
仁
〉
晏
―

駕
ノ

後
〈
七
月
二
日
御
年
五
十
四
〉
兵
―

革カ
ク

打
―

次
死
―

罪
流
―

刑
解
―

官
停
―

任
常

ニ

被
行
（
一
）

海
―

内
モ

不
静
（
一
）

世
間

モ

未

スタ

落
―

居
一セ

就
中
（
一
）

自
二

永
暦
応
保
之
比
一

内
与
〈
諱
云
守
仁
二
条
院
也
〉
院
〈
諱
云
雅
仁
後
白
河
院
〉
祖
父
子
〔

1

皇
也
〕
御
―

中
不
―

和
之
間
内

ノ

近
―

習
者

ヲ
ハ

自
院

ノ

御
―

方
一

戒

之
（
一
）

院
ノ

近
習
者

ヲ
ハ

従
内

ノ

御
―

方
一

有
御
―

戒
（
一
）

然
―

則
高
―モ

賤
モ

恐
憚

リ

無
シ

安
―

心
一モ

猶
ヲ

如
下

臨
二テ

深
―

淵
一ニ

履
薄
―

氷
上ヲ

主
―

上
上
―

皇
〈
院
也
〉
父
―

子
ノ

御
―

中
可

ナ
レ
ト
モ

有
二

何
―

事
ノ

御

―

隔
一ノ

有
二ケ

リ

思
―ノ

外
ナ
ル

事
共
一

是
ノ

世
及
二テ

澆
―

季
にニ

人
ニ
ハ

凶
―

悪ク

為
ル

先
（
一
）

故
也

【
釈
文
】

四
　

内
と
院
と
〔
永
暦
〕
御
中
〔
応
保
の
比
〕
不
和
の
事

　

然
り
と
雖
も
過
ぎ
ぬ
る
保
元
元
年
七
月
、
鳥
羽
法
《
皇
》〈
諱

い
み
な

を
宗
仁
と
云
ふ
〉
晏あ

ん
が駕

の
後
〈
七
月
二
日
。
御
年
五
十
四
〉
は
、
兵

ひ
や
う
ガ
ク

革
打
ち
次つ

づ

き
、
死
罪
・
流
刑
・
解
官
・

停
ち
や
う
に
ん任

常
に
行
は
れ
て
、海か

い
だ
い内

も
静
か
な
ら
ず
、世
間
も
未
だ
落
居
せ
ず
。
就

な
か
ん
づ
く

中
永
暦
・
応
保
の
比
よ
り
、内
〈
諱
を
守
仁
と
云
ふ
。
二
条
院
な
り
〉
と
院
〈
諱
を
雅
仁
と
云
ふ
。

後
白
河
院
〉
と
祖
父
子
〔

1

皇
な
り
〕
の
御
中
不
和
の
間
、
内
の
近
習
者
を
ば
院
の
御
方
よ
り
之
を
戒
め
、
院
の
近
習
者
を
ば
内
の
御
方
よ
り
御
戒
め
有
り
。
然
れ
ば
則
ち
、

高
き
も
賤
し
き
も
恐
れ
憚
り
、
安
き
心
も
無
し
。
猶な

ほ

深
淵
に
臨
ん
で
薄
氷
を
履ふ

む
が
ご
と
し
。
主
上
・
上
皇
〈
院
な
り
〉
父
子
の
御
中
な
れ
ば
、
何
事
の
御
隔
て
の
有
る
べ

き
な
れ
ど
も
、
思
ひ
の
外
な
る
事
共
有
り
け
り
。
是
れ
も
世
澆げ

う
き季

に
及
び
て
、
人
に
は
凶
悪ク

を
先
と
為す

る
故
な
り
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
こ
れ
ま
で
「
皇
歟
」
と
翻
刻
さ
れ
て
き
た
が
、
巻
一
上
―
一
〇
オ
欄
外
注
の
「
歟
」
と
「
也
」
の
書
き
分
け
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
は
「
皇
也
」。〈
全
注
闘
〉

（
上
―
九
六
頁
）
は
正
し
く
翻
刻
す
る
。

【
注
解
】
〇
内
と
院
と
〔
永
暦
〕
御
中
〔
応
保
の
比
〕
不
和
の
事
　

未
刊
国
文
資
料
『
源

平
闘
諍
録
』
で
も
、〈
全
注
闘
〉
も
、
四
話
の
初
め
を
、
前
節
か
ら
と
す
る
。
し

か
し
、〈
闘
〉
は
、
前
節
の
注
解
「
何
な
る
末
の
世
に
も
何
事
か
有
ら
ん
と
ぞ
見

え
し
」
に
記
し
た
よ
う
に
、平
家
の
栄
華
の
始
ま
り
を
記
す
「
鱸
」
説
話
を
挿
ん
で
、

前
後
の
話
末
で
は
、
い
ず
れ
も
平
家
の
栄
華
を
言
祝
ぐ
形
で
締
め
括
る
よ
う
に
、

「
三
　

清
盛
継
其
跡
栄
事
」
の
話
末
は
、
前
節
の
話
末
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

と
す
れ
ば
、
四
章
段
目
の
始
ま
り
は
こ
こ
か
ら
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
注

記
の
「
永
暦
」
と
「
応
保
の
比
」
は
、
内
と
院
と
の
確
執
が
始
ま
っ
た
時
期
を
記
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を
よ
り
詳
細
に
見
れ
ば
、〈
闘
〉
全
体
で
十
五
あ
る
が
、
記
載
順
に
記
せ
ば
次
の

と
お
り
。
巻
一
上
―
聖
武
・（
鳥
羽
・
二
条
・
後
白
河
）・（
清
和
・
陽
成
・
六
条
）・

（
高
倉
・
一
条
・
三
条
）・
堀
河
、
巻
一
下
―
（
鳥
羽
・
後
白
河
）、
巻
五
―
（
聖
武
・

孝
謙
）。
括
弧
で
括
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
本
段
の
鳥
羽
・
二
条
・
後
白
河
の
よ
う
に
、

同
一
の
記
事
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
や
は
り
、
巻
一
上
に
集
中
し
、

各
天
皇
の
初
出
記
事
に
諱
が
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
鳥
羽
・
後
白
河
の
よ
う

に
、二
箇
所
に
諱
が
記
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、諱
の
注
記
は
、

〈
闘
〉
の
本
文
生
成
段
階
で
付
さ
れ
た
注
解
的
な
記
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

『
愚
管
抄
』「
鳥
羽
　

十
六
年
。
諱
宗
仁
」（
旧
大
系
一
〇
七
頁
）。
　

〇
晏
駕
の
後〈
七

月
二
日
。
御
年
五
十
四
〉

　

注
記
記
事
は
、〈
闘
〉
の
独
自
記
事
。
先
に
「
保
元
二

年
七
月
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
詳
細
な
日
付
と
享
年
が
書
き
込
ま
れ

た
も
の
。『
愚
管
抄
』「
保
元
元
年
七
月
二
日
崩
御
。
五
十
四
」（
旧
大
系
一
〇
七

頁
）。
　

〇
海
内
　

国
内
の
意
。『
仲
文
章
』「
海
内
者
、
天
下
人
世
、
皆
有
海
内
」

（『
仲
文
章
注
解
』
六
八
頁
）。
次
に
引
く
〈
延
〉
の
「
国
土
」
の
用
例
と
同
じ
意

で
あ
ろ
う
。〈
全
注
釈
〉（
上
―
八
九
頁
）
は
、海
内
が
「
広
く
日
本
全
国
を
い
う
」

の
に
対
し
、「
世
間
」
は
、そ
れ
に
対
し
て
「
京
都
の
政
界
を
い
う
」
と
す
る
。〈
延
〉

「「
哀
レ
、（
重
盛
公
の
）
御
命
ノ
長
ラ
ヘ
テ
、
世
ノ
政
ヲ
助
マ
シ
マ
サ
ン
ニ
ハ
、
イ

カ
ニ
世
間
モ
穏
ヤ
カ
ニ
、
国
土
モ
静
ナ
ラ
マ
シ
」
ト
、
万
人
惜
奉
ル
ト
云
ヘ
ド
モ

甲
斐
ナ
シ
」（
巻
四
―
九
六
ウ
）。
　

〇
就
中
永
暦
・
応
保
の
比
よ
り
… 

永
暦

（
一
一
六
〇
）
か
ら
応
保
（
一
一
六
一
）
の
頃
よ
り
、
院
内
の
確
執
が
始
ま
っ
た

と
す
る
点
は
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。
た
だ
し
、『
愚
管

抄
』
に
は
、「
サ
テ
コ
ノ
平
治
元
年
ヨ
リ
応
保
二
年
マ
デ
三
四
年
ガ
程
ハ
、
院
・
内
、

申
シ
合
ツ
ヽ
同
ジ
御
心
ニ
テ
イ
ミ
ジ
ク
ア
リ
ケ
ル
程
ニ
、
主
上
ヲ
ノ
ロ
ヒ
マ
イ
ラ

セ
ケ
ル
キ
コ
ヱ
ア
リ
テ
…
」（
旧
大
系
二
三
八
頁
）と
あ
る
。『
愚
管
抄
』に
よ
れ
ば
、

し
た
も
の
で
、
本
文
中
の
「
永
暦
・
応
保
の
比
」
に
対
応
す
る
。
　

〇
然
り
と
雖

も
過
ぎ
ぬ
る
保
元
元
年
七
月
　

〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。
な
お
、前
節
（
諸
本
で
は
「
吾

身
栄
華
」
の
話
末
）
と
、本
話
（
諸
本
で
は
「
二
代
后
」
冒
頭
話
）
と
の
間
に
、〈
延
・

南
・
屋
・
覚
〉
の
よ
う
に
、「
祇
王
」
を
置
い
て
も
、
本
話
の
唐
突
感
は
否
め
な

い
。
故
に
、こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
構
想
論
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（〈
盛
全
釈
〉

六
―
一
三
頁
の
注
解
「
去
ヌ
ル
保
元
々
年
ニ
、
鳥
羽
院
晏
駕
ノ
後
ハ
…
」
参
照
）。

そ
れ
ら
の
論
か
ら
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
本
話
か
ら
、
新
た
な
物
語
が
構
想
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が

新
た
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
の
か
。
前
節
で
は
、
保
元
の
乱
で
為
義
が
、
平
治
の

乱
で
義
朝
が
討
た
れ
て
後
は
、
平
家
の
一
類
ば
か
り
が
繁
昌
し
て
、「
更
に
首

か
し
ら

を

す

さ
し
い
だ

者
無
し
。
何い

か

な
る
末
の
世
に
も
何
事
か
有
ら
ん
と
ぞ
見
え
し
」
と
、
平
家

の
世
を
言
祝
ぐ
形
で
終
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、本
話
で
は
、再
び
時
間
を
遡
ら
せ
、

保
元
元
年
七
月
に
鳥
羽
法
皇
が
崩
御
の
後
は
、
保
元
の
乱
、
平
治
の
乱
と
戦
乱
が

続
き
、
海
内
も
静
か
と
な
ら
ず
、
世
間
も
落
ち
着
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
取
り
分

け
平
治
の
乱
後
の
永
暦
・
応
保
の
頃
か
ら
は
、
後
白
河
院
と
二
条
天
皇
と
の
親
子

の
中
が
不
和
と
な
り
、世
の
紊
乱
は
ま
す
ま
す
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。

つ
ま
り
、
保
元
・
平
治
の
乱
は
、
平
家
に
栄
華
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
そ
の
一

方
朝
廷
内
で
は
、
後
白
河
院
と
二
条
天
皇
と
の
確
執
が
生
じ
、
後
白
河
院
派
が
勝

利
を
収
め
た
後
も
、
院
側
近
の
者
達
（
成
親
や
西
光
等
）
が
、
私
怨
等
に
よ
り
、

台
頭
し
て
き
た
平
家
を
倒
そ
う
と
し
て
、
後
白
河
院
を
巻
き
込
ん
で
い
く
様
を
こ

の
後
描
こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
早
川
厚
一
、
五
〇
～
六
一
頁
）。
　

〇
鳥
羽

法
《
皇
》〈
諱
を
宗
仁
と
云
ふ
〉

　

注
記
記
事
は
、〈
闘
〉
の
独
自
記
事
。
こ
う
し

た
注
記
記
事
が
〈
闘
〉
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
特
に
巻
一
上
に
頻
出
す
る
（
本

全
釈
五
―
九
頁
「
仁
平
三
年
〈
癸
酉
〉」
の
注
解
参
照
）。
諱
に
関
わ
る
注
記
記
事
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平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
か
ら
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
に
か
け
て
、
三
、四
年

の
間
、
院
内
の
仲
は
良
好
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、『
愚
管
抄
』
に
は
、
そ

の
前
後
に
、
平
治
二
年
正
月
や
、
応
保
二
年
六
月
の
、
院
や
内
の
側
近
達
の
内
や

院
へ
の
暴
挙
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、院
内
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
も
の
の
、

双
方
の
近
臣
達
に
よ
っ
て
事
件
は
起
こ
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
（
佐
伯
真

一
、五
三
頁
）。
に
対
し
、『
平
家
物
語
』
で
は
、
永
暦
・
応
保
の
頃
よ
り
、
院
と

内
と
の
確
執
が
始
ま
っ
て
い
た
と
読
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
点
、〈
闘
〉
は
、「
御

中
不
和
」
と
明
確
に
記
す
。
さ
ら
に
、〈
盛
〉
は
、院
と
内
の
確
執
を
記
し
た
後
、「
主

上
ト
ハ
二
条
院
、
上
皇
ト
ハ
後
白
川
法
皇
、
此
法
皇
ノ
御
譲
ニ
テ
主
上
ハ
御
位
ニ

即
給
フ
。
父
子
ノ
御
中
ナ
レ
バ
、
百
行
ノ
中
ニ
孝
行
尤
弟
一
也
。
上
皇
ノ
叡
慮
ニ

叶
御
座
ベ
キ
ニ
、
サ
モ
ナ
ク
テ
角
思
ノ
外
ノ
事
共
ア
リ
」（
1
―
八
三
頁
）
と
二

条
天
皇
を
批
判
す
る
。『
平
家
物
語
』
が
こ
の
よ
う
に
院
と
内
と
の
確
執
を
早
い

頃
か
ら
描
こ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
後
に
記
す
「
二
代
后
」
事
件
（
二
条
天
皇
へ

の
多
子
の
入
内
は
、
永
暦
元
年
正
月
）
を
、
院
と
内
の
確
執
の
最
た
る
事
件
と
し

て
描
こ
う
と
す
る
こ
と
と
関
わ
ろ
う
（〈
盛
全
釈
〉
六
―
一
四
～
一
五
頁
）。
但
し
、

人
事
権
を
廻
る
二
条
天
皇
と
後
白
河
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
応
保
元
年
四
月

頃
ま
で
は
、
二
条
天
皇
は
、
貴
族
社
会
の
慣
習
・
通
例
か
ら
外
れ
た
後
白
河
院
か

ら
の
無
理
な
人
事
要
求
を
受
け
容
れ
て
い
た
が
、
九
月
頃
に
な
る
と
、
蔵
人
頭
雅

頼
や
、
長
く
院
の
取
次
院
司
を
務
め
た
行
隆
を
排
除
し
、
政
務
に
練
達
し
た
蔵
人

頭
・
蔵
人
を
上
奏
に
加
え
、
本
来
の
天
皇
中
心
の
政
治
体
制
を
取
ろ
う
と
し
て
い

た
と
い
う
（
曽
我
良
成
四
～
八
頁
）。
　

〇
内
〈
諱
を
守
仁
と
云
ふ
。
二
条
院
な

り
〉 

注
記
記
事
は
、〈
闘
〉の
独
自
記
事
。『
愚
管
抄
』「
二
條
　

七
年
。
諱
守
仁
」（
旧

大
系
一
一
二
頁
）。

　

〇
院〈
諱
を
雅
仁
と
云
ふ
。後
白
河
院
〉

　

注
記
記
事
は
、〈
闘
〉

の
独
自
記
事
。『
愚
管
抄
』「
後
白
河
　

三
年
。
諱
雅
仁
」（
旧
大
系
一
一
一
頁
）。 

〇

祖
父
子〔
皇
な
り
〕の
御
中
不
和
の
間
　

〈
闘
〉の
独
自
異
文
。こ
の
後
に
も
、「
主
上
・

上
皇
〈
院
な
り
〉
父
子
の
御
中
な
れ
ば
、何
事
の
御
隔
て
の
有
る
べ
き
な
れ
ど
も
」

と
あ
り
、
重
複
の
嫌
い
が
あ
る
。〈
闘
〉
巻
一
下
「
十
八
　

康
頼
於
島
造
千
本
率

都
婆
」
に
、
昔
の
蘇
武
は
五
言
の
詩
を
作
っ
て
母
の
恋
し
さ
を
止
め
、
今
の
康
頼

は
二
首
の
歌
を
読
ん
で
親
の
思
い
を
慰
め
た
こ
と
を
記
し
た
後
で
、「
彼

ハ

雲
ノ

上

此
レ
ハ

涛ナ
ミ

ノ

上
、
彼レ
ハ

（
ハ
）

唐
朝
此

ハ

我
朝
、
和
漢
境
雖
レ

異
祖
子

ノ

契
是
同

シ

」（
三
六
ウ
）

と
あ
る
。
傍
線
部
の
「
祖
子
」
は
「
お
や
こ
」
と
よ
ん
で
良
か
ろ
う
。『
今
昔
物

語
集
』
に
は
、「
祖
子
」
を
「
お
や
こ
」
と
よ
む
事
例
が
多
数
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

中
世
の
古
辞
書
等
に
同
様
の
例
は
見
出
し
得
て
い
な
い
が
、「
祖
父
子
」
で
「
お

や
こ
」
と
よ
む
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
は
「
祖
子
（
お
や

こ
）」
と
あ
っ
た
が
、「
祖
子
」
は
「
父
子
」
の
意
と
解
し
た
編
者
が
、「
祖
」
の

横
に
「
父
」
と
付
し
た
。
し
か
し
、書
写
の
際
に
傍
書
が
取
り
込
ま
れ
て
「
祖
父
子
」

と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、「
子
」
の
傍
書
「
皇
也
」
は
、〈
全
注
闘
〉

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
文
の
「
上
皇
」
の
「
院
也
」
と
い
う
傍
注
に
対
応
す
る

も
の
で
、
子
と
は
二
条
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
（
上
―
九
七
頁
）。

但
し
、
傍
書
「
皇
也
」
の
「
也
」
が
、
巻
一
上
一
〇
オ
欄
外
注
の
「
也
」
の
字
体

と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
脱
文
が
補
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
書

写
後
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
付
さ
れ
た
注
釈
記
事
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

〇
主
上
・

上
皇
〈
院
な
り
〉
父
子
の
御
中
な
れ
ば
…
　

以
下
の
記
事
は
諸
本
に
見
ら
れ
る
が
、

〈
延
・
長
〉
は
こ
の
前
に
、〈
盛
〉
は
こ
の
後
に
、
院
と
内
双
方
の
具
体
的
な
確
執

記
事
を
記
す
。
こ
れ
ら
は
挿
入
記
事
と
の
見
方
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
〈
四
・
闘
・

南
・
屋
・
覚
・
中
〉
が
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
佐
伯
真
一
、五
二
～
五
三
頁
）。〈
盛

全
釈
〉「
就
中
永
暦
応
保
ノ
比
ヨ
リ
、禁
裏
ノ
近
習
ヲ
バ
仙
洞
ヨ
リ
被
召
禁
…
」（
六

―
一
四
頁
）
の
注
解
参
照
。
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＊ 
佐
伯
真
一
①
「『
平
家
物
語
』
の
『
愚
管
抄
』
依
拠
―
四
部
本
研
究
の
予
備
作
業
と
し
て
―
」（
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
一
八
、一
九
八
三
・
12
。『
平
家
物
語
遡
源
』

若
草
書
房
一
九
九
六
・
9
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

曽
我
良
成
「
二
条
天
皇
と
後
白
河
上
皇
の
応
保
元
年
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
言
語
・
文
化
篇
二
二
―
2
、
二
〇
一
一
・
3
）

＊ 

早
川
厚
一
『
平
家
物
語
を
読
む
―
成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
』（
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
）

【
原
文
】

五
　

二
条

前
朝
内

院
恋
二

先
朝
后
宮
一

御
事

主
―

上
申
―

還
玉
フ

法
―

皇
ノ

仰
一ヲ

中
ニ

人
ノ

驚
シ

耳
―

目
一ヲ

世
―

以
大
傾
―ケ

申
ケ
ル

御
―

事
（
ハ
）
1

故
ニ

近
―

衛
院

ノ

后
申
二

大
―

皇
大
―

后
宮
一ト

者
左
大
臣

ノ

経
―

宗
ノ

卿
ノ

御
母
宇
治

ノ

左
大
臣
殿
養
―

子
也

従
二

中
宮
一

上
二

大
皇
大
后
宮
一ニ

給
ケ
ル

奉
レ

後
二レ

先
―

帝
一ニ

御
―

座
てテ

後
（
チ
）2

移
―

住
シ

九
―

重
ノ

外
近
―

衛
ノ

河
―

原
ノ

御
―

所
一ニ

御
―

座
ケ
リ

先
―

朝
ノ

后
ノ

宮
ニ
テ

渡
―セ

御
ケ
レ
ハ

古
―

目
シ
ク

幽
ニ

御
マ
ス

消
―

息
ナ
リ

永
暦
応
保

ノ

比
ロ

御
年

3

成
二―ケ

レ
ハ

御
廿
二
三
一ニ

少
―

過
ル

御
―

程
也
然

ニ

有
二

天
下
第
一

ノ

美
―

人
ノ

聞
一へ

主
―

上
染 

メ
ル

色
ニ

（
一
）

御
―

心
ニ
テ
4

竊
ニ

詔
二シ

テ
　

高
―

力
―

士
一ニ

及
レ

令
レ

引
二―

求
ト
メ

外
―

宮
一ニ

忍
テ

彼
宮

ニ

有
二

御
消
―

息
（
一
）

雖
然
（
一
）

宮
―

敢
テ

不
レ

被
二

聞
―

食
―

入
（
一
）

忍
兼

タ
ル

御
思
常ヒ

タ
―

連ス
ラ

早
ヤ

顕
一

（
レ

―）
テ

帆
ニ

（
一
）

可
レ

有
二

入
内
一

之
由
右
大
臣
家

ニ

被
レ

下
二

宣
旨
一ヲ

【
釈
文
】

　

五
　

二
条
院
〔
前
朝
の
内
〕、
先
朝
の
后
の
宮
を
恋
ひ
御
す
事

　

主
上
、
法
皇
の
仰
せ
を
申
し
還
さ
せ
た
ま
ふ
中
に
、
人
の
耳
目
を
驚
か
し
、
世
以
て
大
き
に
傾
け
申
し
け
る
御
事
は
、

1

故
近
衛
院
の
后
大
皇
大
后
宮
と
申
し
け
る
は
、

左
大
臣
の
経
宗ノ

卿
の
御
母
、
宇
治
の
左
大
臣
殿
の
養
子
な
り
。
中
宮
よ
り
大
皇
大
后
宮
に
ぞ
上
り
給
ひ
け
る
。
先
帝
に
後お

く

れ
奉
り
御
座
し
て
後チ

、
九こ

こ
の
へ重

の
外
近
衛
の
河
原
の

御
所
に
、

2

移
り
住
ま
せ
御
座
し
け
り
。
先
朝
の
后
の
宮
に
て
渡
ら
せ
御
し
け
れ
ば
、
古ふ

る
め目

か
し
く
幽か

す

か
に
御マ

す
消あ

り

息さ
ま

な
り
。
永
暦
・
応
保
の
比こ

ロ

は
、
御
年
廿
二
三
に

3

成

ら
せ
御
し
け
れ
ば
、
少
し
過
ぐ
る
御
程
な
り
。
然
る
に
、
天
下
第
一
の
美
人
の
聞
こ
え
（
へ
）
有
り
け
れ
ば
、
主
上
色
に
染
め
る
御
心
に
て
、

4

竊ひ
そ
かに

高
力
士
に
詔ぜ

う

じ
て
、

外
宮
に
引
き
求ト

め
し
む
る
に
及
び
、
忍
び
て
彼
の
宮
に
御
消
息
有
り
。
然
り
と
雖
も
、
宮
敢
へ
て
聞
こ
し
食
し
入
れ
ら
れ
ず
。
忍
び
兼
ね
た
る
御
思
ひ
、
常ヒ

タ

連ス
ラ

早は
ヤ

帆ほ

に
顕
れ

て
、
入じ

ゆ

内だ
い

有
る
べ
き
由
、
右
大
臣
家
に
宣
旨
を
下
さ
る
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
故

ニ

近
衛
院

ノ

」。
注
解
「
故
近
衛
院
」
参
照
。
2
「
移
住

シ

」。
3
「
成
二ケ

レ
ハ

御
」。
4
欄
外
に
「
竊
」。

▽
一
四
オ

▽
一
四
オ

【
注
解
】
〇
二
条
院
〔
前
朝
の
内
〕

　

本
文
で
は
、「
主
上
」
と
記
す
二
条
天
皇
を
、

目
次
で
は
「
二
条
院
」
と
記
し
て
い
て
、
本
文
と
目
次
で
は
対
応
し
て
い
な
い
。

な
お
、
傍
書
「
前
朝
の
内
」
は
、「
二
条
院
」
に
付
さ
れ
た
注
で
は
な
い
。
巻
一

上
の
目
次
に
付
さ
れ
た
こ
こ
を
除
く
総
て
の
注
記
は
、
そ
の
話
が
い
つ
の
頃
の
話

で
あ
る
か
を
記
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、こ
の
場
合
の
「
前
朝
の
内
」
は
、「
前
朝
」

す
な
わ
ち
「
先
朝
」
の
意
で
、
近
衛
天
皇
の
頃
の
話
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
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か
し
、
こ
の
話
は
、
本
文
中
に
「
永
暦
・
応
保
の
比
」
と
す
る
よ
う
に
、
二
条
天

皇
の
御
代
の
話
で
あ
る
。
本
文
を
理
解
し
な
い
注
と
言
え
よ
う
。
　

〇
主
上
、
法

皇
の
仰
せ
を
申
し
還
さ
せ
た
ま
ふ
中
に
…
　

前
段
の
院
と
内
の
確
執
話
を
受
け
、

そ
の
確
執
の
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
記
す
「
二
代
后
」
事
件
こ
そ
、
最
た
る
事
件
で

あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
諸
本
同
。
　

〇
故
近
衛
院
　

底
本
に
は
、「
故

ニ

近
衛

院
」
と
あ
る
。「
故
に
」
は
、
本
文
を
解
さ
な
い
付
訓
。
本
文
成
立
後
に
付
さ
れ

た
付
訓
だ
ろ
う
。
　

〇
大
皇
大
后
宮
　

「
太
皇
太
后
宮
」
が
正
し
い
。〈
盛
全
釈
〉

（
六
―
二
七
頁
）
参
照
。
近
衛
天
皇
の
后
藤
原
多
子
（
一
一
四
〇
～
一
二
〇
一
）。

保
元
三
（
一
一
五
八
）
年
二
月
、
太
皇
太
后
宮
と
な
る
。
近
衛
天
皇
は
、
十
七
歳

で
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
没
。
　

〇
左
大
臣
の
経
宗
卿
の
御
母
　

多
子
を
、
左

大
臣
経
宗
の
母
と
す
る
の
は
、〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。〈
延
・
盛
〉「
左
大
臣
公
能

公
御
娘
」（〈
延
〉
巻
一
―
四
二
ウ
）、〈
四
・
長
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉「
右
大
臣

公
能
公
の
御
娘
」（〈
覚
〉
上
―
三
〇
頁
）。
多
子
は
、
右
大
臣
公
能
の
娘
。
多
子

の
父
を
記
す
の
で
な
く
、
こ
こ
で
唐
突
に
、
多
子
が
経
宗
の
母
と
記
す
の
は
お
か

し
く
、
本
来
は
、
他
本
の
よ
う
に
、
多
子
の
父
を
記
す
べ
き
と
こ
ろ
。
こ
の
誤
り

は
、〈
延
・
盛
〉
が
共
に
公
能
の
官
職
を
「
左
大
臣
」
と
し
、〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

が
、
共
に
「
大
炊
御
門
」（〈
覚
〉
上
―
三
〇
頁
）
と
す
る
よ
う
に
、〈
闘
〉
編
者

は
、
極
官
が
「
左
大
臣
」
で
あ
り
、
公
能
と
同
様
に
「
大
炊
御
門
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
「
経
宗
」
を
こ
こ
で
想
起
し
た
た
め
生
じ
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
に
考
え
て
も
、「
御
母
」
と
す
る
点
も
お
か
し
い
。
あ
る
い
は
、〈
延
・

長
〉
が
、「
故
近
衛
院
ノ
后
、
太
皇
后
宮
ト
申
ハ
、
左
大
臣
公
能
公
御
娘
、
御
母

ハ
中
納
言
俊
忠
娘
ナ
リ
」（〈
延
〉
巻
一
―
四
二
ウ
）
と
、
多
子
の
「
御
母
」
を
次

に
記
す
こ
と
と
関
係
す
る
か
。
と
す
れ
ば
、「
御
娘
」
を
脱
落
さ
せ
た
た
め
に
生

じ
た
意
改
記
事
の
可
能
性
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
　

〇
宇
治
の
左
大
臣
殿

の
養
子
な
り
　

多
子
が
頼
長
の
養
女
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、〈
闘
〉の
独
自
異
文
。

〈
尊
卑
〉「
頼
長
―
女
子
〈
多
子
、
実
者
公
能
公
女
〉」（
1
―
六
五
頁
）。
　

〇
中

宮
よ
り
大
皇
大
后
宮
に
ぞ
上
り
給
ひ
け
る
　

中
宮
（
皇
后
）
と
な
っ
た
の
は
、
久

安
六
年
（
一
一
五
〇
）
三
月
、太
皇
太
后
宮
に
な
っ
た
の
は
、近
衛
天
皇
崩
御
（
久

寿
二
年
〔
一
一
五
五
〕
七
月
二
十
三
日
）
後
の
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
二
月
の

こ
と
。
　

〇
近
衛
の
河
原
の
御
所
　

〈
集
成
〉「
賀
茂
川
東
、近
衛
通
末
に
あ
っ
た
」

（
上
―
四
三
頁
）。〈
盛
全
釈
〉
の
注
解
「
近
衛
川
原
ノ
御
所
」（
六
―
二
八
頁
）
参

照
。
　

〇
先
朝
の
后
の
宮
に
て
渡
ら
せ
御
し
け
れ
ば
　

〈
四
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・

中
〉
同
。〈
延
〉「
先
帝
ノ
故
宮
ニ
」（
巻
一
―
四
二
ウ
）、〈
長
〉「
先
朝
故
宮
に
し
て
」

（
1
―
四
三
頁
）。〈
延
・
長
〉
で
は
、
近
衛
河
原
御
所
が
故
近
衛
帝
の
御
所
で
あ
っ

た
と
す
る
。
に
対
し
て
、〈
闘
〉
等
で
は
、
先
帝
近
衛
院
の
后
宮
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
、
古
め
か
し
く
あ
る
か
な
き
か
の
お
住
ま
い
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
す
る
。
　

〇
永
暦
・
応
保
の
比
は
、
御
年
廿
二
三
に
成
ら
せ
御
し
け
れ
ば
　

多
子
の
二
条
天

皇
へ
の
入
内
は
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
一
月
二
十
六
日
（『
帝
王
編
年
記
』）。

多
子
は
、
こ
の
時
二
十
一
歳
。
そ
れ
を
、〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
盛
・
南
〉
は
、「
永

暦
・
応
保
の
比
」（
一
一
六
〇
～
一
一
六
三
）
と
し
、〈
屋
〉「
長
寛
ノ
比
」（
一
一
六
三

～
一
一
六
五
）、〈
覚
〉「
永
暦
の
こ
ろ
ほ
ひ
」（
一
一
六
〇
～
一
一
六
一
）、〈
中
〉「
応

保
長
寛
の
こ
ろ
を
い
」（
一
一
六
一
～
一
一
六
五
）
と
す
る
。
多
く
の
諸
本
が
、「
永

暦
・
応
保
の
比
」
と
す
る
の
は
、
前
段
で
、
院
と
内
の
確
執
が
「
永
暦
・
応
保
の

比
」
よ
り
始
ま
っ
た
と
す
る
こ
と
と
関
わ
ろ
う
。
そ
の
院
と
内
と
の
最
た
る
確
執

が
「
二
代
后
」
事
件
だ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
に
対
し
て
、〈
屋
〉
が
「
長
寛

ノ
比
」、〈
中
〉
が
「
応
保
長
寛
の
こ
ろ
を
い
」
と
す
る
の
は
、
確
執
が
始
ま
っ
て

か
ら
数
年
後
の
こ
と
と
す
る
設
定
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
　

〇
少
し
過
ぐ
る
御
程
な

り
　

女
性
に
と
っ
て
、
二
十
二
、
三
の
歳
が
、
女
の
盛
り
を
や
や
過
ぎ
た
頃
と
す
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る
認
識
は
、〈
四
・
延
・
長
・
南
・
覚
・
中
〉
同
。〈
延
〉「
御
サ
カ
リ
モ
少
シ
過

サ
セ
給
ケ
レ
ド
モ
」（
巻
一
―
四
二
ウ
）。
流
布
本
『
平
治
物
語
』「
常
葉
は
今
年

廿
三
、
こ
ず
ゑ
の
花
は
か
つ
ち
り
て
、
す
こ
し
さ
か
り
は
す
ぐ
れ
共
、
中
々
見
所

あ
る
に
こ
と
な
ら
ず
」（
旧
大
系
四
五
七
頁
）。
に
対
し
て
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
、

「
女
の
盛
り
な
る
は
、
十
四
五
六
歳
廿
三
四
と
か
　

三
十
四
五
に
し
成
り
ぬ
れ
ば
、

紅
葉
の
下
葉
に
異
な
ら
ず
」（
新
大
系
一
一
一
頁
）
と
、
女
盛
り
は
、
十
四
歳
か

ら
二
十
四
歳
の
頃
ま
で
と
さ
れ
る
。
植
木
朝
子
は
、
御
伽
草
子
に
十
代
の
女
の
年

齢
と
し
て
見
え
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
十
三
か
十
七
八
で
あ
る
が
、
十
七
八
が
女

盛
り
の
類
型
的
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
十
三
は
恋
あ
る
い
は
結
婚
に
関
し
て
は

そ
れ
が
成
立
す
る
最
低
限
の
年
齢
で
あ
っ
た
と
す
る
（
六
一
頁
）。
ま
た
、
小
野

恭
靖
に
よ
れ
ば
、
女
盛
り
を
十
七
八
と
す
る
用
例
は
室
町
小
歌
を
嚆
矢
と
し
、
中

世
の
後
期
に
な
っ
て
か
ら
「
十
七
八
」
の
表
現
が
定
着
し
た
と
す
る
（
七
頁
）。『
平

家
物
語
』
の
場
合
は
、
遅
く
て
も
二
十
歳
頃
ま
で
を
女
盛
り
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
　

〇
主
上
色
に
染
め
る
御
心
に
て
　

二
条
天
皇
が
好
色
の
気
持
か
ら
多
子
を

再
入
内
さ
せ
た
と
す
る
点
、
諸
本
同
。
院
と
内
と
の
最
た
る
確
執
で
あ
る
多
子
の

再
入
内
が
、
実
は
二
条
天
皇
の
好
色
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
批
判
的

に
描
こ
う
と
す
る
こ
と
と
関
わ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
子
の
再
入
内
の
事
情
と
し
て

は
、
次
に
見
る
よ
う
に
多
様
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
河
内
祥
輔
は
、

多
子
の
入
内
は
、
故
鳥
羽
院
に
対
す
る
反
逆
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
鳥
羽
法
皇
は
二
条
を
近
衛
の
後
継
者
と
す
る
証

に
、
美
福
門
院
所
生
の
娘
で
あ
る

子
を
二
条
に
配
し
た
か
ら
で
あ
る
。
多
子
の

入
内
の
頃
、

子
は
、
内
裏
を
去
っ
て
い
る
。
鳥
羽
法
皇
の
遺
志
を
無
視
し
た
二

条
の
行
動
に
対
し
て
、
美
福
門
院
は
怒
り
、
貴
族
の
心
が
二
条
か
ら
離
れ
る
こ
と

と
な
り
、
結
果
、
後
白
河
院
の
復
権
を
許
す
切
っ
掛
け
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た

と
す
る
（
一
六
〇
～
一
六
三
頁
）。
に
対
し
て
、
佐
伯
智
広
は
、
多
子
の
再
入
内

は
美
福
門
院
が
反
対
し
て
い
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
実
際
に
は
美

福
門
院
も
多
子
の
再
入
内
を
容
認
し
て
い
た
は
ず
と
す
る
（
五
八
頁
）。
さ
ら
に
、

佐
伯
は
、応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
十
七
日
の
育
子
入
内
（
藤
原
実
能
の
女
、

基
実
の
猶
子
）
の
前
段
階
と
し
て
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
一
月
二
十
六
日
の

多
子
再
入
内
に
注
目
す
る
。
多
子
の
再
入
内
は
、
こ
れ
ま
で
後
白
河
外
戚
と
し
て

院
政
派
の
中
核
で
あ
っ
た
徳
大
寺
家
を
取
り
込
み
、
親
政
派
に
転
じ
さ
せ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
す
る
（
五
五
～
五
六
頁
）。
ま
た
、
保
立
道
久
は
、
多
子
の
再

入
内
の
背
景
に
、
佐
伯
の
論
を
援
用
し
て
、

子
が
上
西
門
院
の
養
女
と
し
て

後
白
河
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
二
条
の
反
発
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
再
入
内
を
推
進
し
た
の
は
信
西
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
後
白

河
の
怒
り
を
招
き
、平
治
の
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る（
一
〇
六

～
一
〇
九
頁
）。
　

〇
竊
に
高
力
士
に
詔
じ
て
、
外
宮
に
引
き
求
め
し
む
る
に
及

び
　

〈
全
注
釈
〉（
上
―
九
三
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
節
は
『
長
恨
歌

伝
』
に
よ
る
。
多
子
の
入
内
を
楊
貴
妃
入
内
と
重
ね
、
二
条
天
皇
を
玄
宗
皇
帝
に

な
ぞ
ら
え
る
。
の
ち
に
、
安
禄
山
の
乱
を
招
き
、
世
を
混
乱
に
陥
れ
た
玄
宗
皇
帝

に
二
条
天
皇
を
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
父
後
白
河
院
の
意
に
背
く
二
条
天
皇

を
批
判
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
は
、
こ
の
よ
う
に
、
不
孝
の

天
皇
と
し
て
二
条
天
皇
を
描
く
の
に
対
し
、
高
倉
天
皇
は
孝
子
と
い
う
よ
う
に
対

称
的
に
描
く
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
の
子
以
仁
王
に
対
し
て
は
、
王
位
へ
の
野
望

を
抱
い
て
い
た
た
め
に
、
頼
政
の
勧
説
に
応
じ
て
由
な
き
謀
叛
に
与
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
批
判
的
に
描
い
て
い
る
（
早
川
厚
一
、
七
一
～
七
四
頁
）。
　

〇
常
連

　

「
常
連
」
を
「
ひ
た
す
ら
」
と
よ
む
訓
例
、中
世
古
辞
書
に
未
見
。〈
闘
〉
に
は
、

巻
一
上
一
五
ウ
に
「
常

（
ヒ
タ
ス
ラ
）

連
」、巻
八
上
一
五
ウ
に
「
常
偏
夷ス

」（
常
偏
〔
ひ
た
す
ら
〕
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の
夷
）
あ
り
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 
植
木
朝
子「
十
四
歳
を
う
た
う
歌
謡
―『
宗
安
小
歌
集
』の
二
首
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
日
本
文
学
一
九
九
九
・
9
。『
中
世
小
歌
　

愛
の
諸
相
―『
宗
安
小
歌
集
』を
読
む
』

森
話
社
二
〇
〇
四
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

小
野
恭
靖
「
子
ど
も
を
歌
う
歌
謡
史
―
中
世
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
年
齢
範
囲
―
」（
日
本
文
学
二
〇
〇
二
・
7
）

＊
河
内
祥
輔
『
保
元
の
乱
・
平
治
の
乱
』（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
・
6
）

＊
佐
伯
智
広
「
二
条
親
政
の
成
立
」（
日
本
史
研
究
五
〇
五
、二
〇
〇
四
・
9
）

＊ 

早
川
厚
一
『
平
家
物
語
を
読
む
―
成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
』（
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
）

＊ 

保
立
道
久
『
義
経
の
登
場
　

王
権
論
の
視
座
か
ら
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
四
・
12
）

【
原
文
】

此
―

事
於
天
下
一ニ

殊
ニ

勝
タ
ル

事
故

ニ

有
二

公
卿
僉
議
一

各
意
―

見
ニ

云
先
尋

ニ
（
二
）

異
―

朝
ノ

先
―

蹤
一ヲ

者
則
―

天
皇
―

后
ハ

有
下

1

立
二

大
―

宗
高
―

宗
両
―

帝
后
一ニ

事
上

彼
―

后
ト

申
者
唐

ノ

大
―

宗

皇
―

帝
ノ

后
奉

二―

為
ニ
ハ

高
―

宗
皇
―

帝
一

者
継
―

母
也
大
―

宗
崩
―

御
ノ

後
下
二

御
―

髪
一

籠
二―

居
玉
ヘ
リ

盛
〔（
感
歟
）〕
業
―

寺
一ニ

当
―

帝
高
―

宗
曰
願

ハ

君
入
二

宮
―

室
一ニ

助
政
一

給
ト

雖
（
二
）

天

使
五
度
来
一ト

敢
―テ

以
テ

不
随
一玉

ハ

爰
ニ

帝
ミ
カ
ト

自
カ
ラ

臨
幸
二ア

ツ
テ

盛
業
寺
一ニ

曰
ク

朕
―

敢
テ

非
レ

遂
ニ
ハ

私
―

志
一ヲ

只
為
天
―

下
一ノ

也
雖
然
（
一
）

皇
―

后
2

無
シ
テ

靡
御
心
一

被
ケ
ル
ハ

申
二

御
勅
答
一

者
為
奉
レ

3

訪
レ

先
―

帝
ノ

他
―

界
一ヲ

適
入
二レ

リ

釈
門
一ニ

再
ヒ

不
可
還
二

塵
―

界
一ニ

爰
ニ

皇
―

帝
勘

二―

合
セ

内
―

外
ノ

群
籍
一ヲ

テ

雖
モ

勧
二ム

ト

還
―

幸
一ヲ

皇
―

后
ク

―

然
ト
シ
テ

不
飄

ル
（
一
）

雖
然
（
一
）

扈
―

従
群
―

公
等

横
ヨ
コ
サ
マ
ニ

如
シ
テ

奉
取
（
一
）

奉
入
宮
一ニ

高
宗

4

在
位
（
一
）

三
十
四
年
国
―

静
民
―

楽
メ

皇
帝
与
皇
后
二
―

人
シ
テ

治
ム
ル

政
一

故
ニ

彼
御
時

ヲ
ハ

申
二ケ

ル

二
―

和
御
宗

ト
ソ

高
―

宗
崩
―

御
之
後
皇
―

后

為
二シ

テ

女
―

帝
一ト

5

治
ニ

天
―

下
一ヲ

年
―

号
ヲ

改
二

神
―

功
元
年
一ト

周
ノ

王
孫

タ
ル

故
ニ

改
テ

唐
名
一ヲ

号
二ス

大
―

周
ノ

則
―

天
聖
皇
―

帝
一ト

爰
ニ

臣
―

家
歎

テ

云
先
帝
崩
御

ノ

後
相

二―

継
テ

大
宗
世
一ヲ

令
二コ

ト

経
―

営
一

其
6

功
〔（
功
）〕
―

続
古
―

今
ニ
モ

可
レシ

言
レ

無
レト

ソ

類
雖
然
（
一
）

非
レ

無
二ニ

天
―

子
一

願
ハ

去
テ

位
一ヲ

令
メ

長
カ
ラ

大
―

宗
功
―

業
一

給
ヘ
ト

仍
御
在
―

位
申

ケ
ル
ニ

廿
一
年
一ト

大
―

宗
ノ

大
―

子

中
宗
皇
帝

ニ

奉
レ

授
二

御
―

位
一ヲ

給
即
有
二

改カ
イ

―

元
一

称
二ス

太
―

唐
神
―

亀
元
―

年
一ト

即
当
二

我
―

朝
ノ

文
―

武
天
―

皇
慶
―

雲
二
年
〈
乙
巳
〉
歳
一ニ

此
ハ

為
タ
ル

異
―

朝
先
―

規
一

之
上
別
―

段
事
也

於
二

我
―

朝
一ニ

者
自
二

桓
武
天
皇
（
一
）

以
来
至
二マ

テ

人
―

皇
七
十
余
代
一ニ

未
下タ

聞
立
二玉

フ

二
代

ノ

后
一ニ

例
上ヲ

諸
―

卿
一
―

同
ニ

被
申
（
一
）

者
法
―

皇
此
―

事
不
可
然
（
一
）

之
由
雖
二

令
申
給
一

主
―

上

有
仰
（
一
）

者
天
子

ニ

無
父
母
（
一
）

忝
二ス

ル

万
―

乗
宝
―

位
一ヲ

之
上

ハ

此
程

ノ

事
ヲ

有
下ト

テ

可
不
任
（
二
）

叡
―

慮
一ニ

之
様
上

既
ニ

入
―

内
ノ

日
―

時
ヲ

被
二

宣
下
一

之
上
不
及
子
細
一ニ

【
釈
文
】

　

此
の
事
、
天
下
に
於
い
て
殊
に
勝
れ
た
る
事こ

と

故ゆ
ゑ

に
、
公
卿
僉
議
有
り
。
各
意
見
に
云
ひ
け
る
は
、「
先
づ
異
朝
の
先せ

ん

蹤し
や
うを

尋
ぬ
る
に
、
則
天
皇
后
は
太
（
大
）
宗
・

高
宗
両
帝
の
后
に

1

立
つ
事
有
り
。
彼
の
后
と
申
す
は
、
唐
の
太
（
大
）
宗
皇
帝
の
后
、
高
宗
皇
帝
の
奉お

ん

為た
め

に
は
継
母
な
り
。
太
（
大
）
宗
崩
御
の
後
、
御み

ぐ
し髪

を
下

▽
一
四
ウ

▽
一
五
オ
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ろ
し
、
盛
〔
感
か
〕
業
寺
に
籠
も
り
居
た
ま
へ
り
。
当
帝
高
宗
の
曰

の
た
ま

は
く
、『
願
は
く
は
君
宮
室
に
入
り
て
政

ま
つ
り
ご
とを

助
け
給
へ
』
と
。
天
使
五
度
来
た
る
と
雖
も
、
敢
へ
て

以
て
随
ひ
た
ま
は
ず
。
爰
に
帝

ミ
カ
ド

自み
ず
カら

盛
業
寺
に
臨
幸
あ
つ
て
曰
は
く
、『
朕
敢
へ
て
私
の
志
を
遂
げ
ん
と
に
は
非
ず
。
只
天
下
の
為
な
り
』
と
。
然
り
と
雖
も
皇
后

2

靡
く

御
心
無
く
し
て
、
御
勅
答
に
申
さ
れ
け
る
は
、『
先
帝
の
他
界
を

3

訪
ひ
奉
ら
ん
が
為
に
、
適

た
ま
た
ま

釈
門
に
入
れ
り
。
再
び
塵
界
に
還
る
べ
か
ら
ず
』
と
。
爰
に
皇
帝
内
外
の

群
籍
を
勘

か
ん
が

へ
合
は
せ
、

し
ひ

て
還
幸
を
勧
む
と
雖
も
、
皇
后

ク
わ
く

然
と
し
て
飄

ひ
ル
が
へら

ず
。
然
り
と
雖
も
扈
従
の
群
公▽

一
四
ウ

等
、

横
ヨ
コ
サ
マに

取
り
奉
る
が
ご
と
く
に
し
て
、
宮
に
入
れ
奉
る
。

高
宗

4

位
に
在
る
こ
と
三
十
四
年
、
国
静
か
に
民
楽
し
め
り
。
皇
帝
と
皇
后
と
二
人
し
て
政
を
治
む
る
故
に
、
彼
の
御
時
を
ば
二じ

く
わ和

の
御
宇
（
宗
）
と
ぞ
申
し
け
る
。
高
宗

崩
御
の
後
、
皇
后
女
帝
と
為し

て
天
下
を

5

治
め
、
年
号
を
神
功
元
年
と
改
む
。
周
の
王
孫
た
る
故
に
、
唐
の
名
を
改
め
て
、
大
周
の
則
天
聖
皇
帝
と
号
す
。
爰
に
臣
家
、
歎

き
て
云
は
く
、『
先
帝
崩
御
の
後
、
太
（
大
）
宗
の
世
を
相
ひ
継
ぎ
て
経
営
せ
し
む
る
こ
と
、
其
の

6

功
績
（
続
）
古
今
に
も
類
ひ
無
し
と
ぞ
言
ひ
つ
べ
し
。
然
り
と
雖
も

天
子
無
き
に
し
も
非
ず
。
願
は
く
は
位
を
去
り
て
太
（
大
）
宗
の
功
業
を
長
か
ら
し
め
給
へ
』
と
。
仍
り
て
御
在
位
廿
一
年
と
申
し
け
る
に
、
太
（
大
）
宗
の
太
（
大
）
子

中
宗
皇
帝
に
御
位
を
授
け
奉
り
給
ふ
。
即
ち
改カ

イ

元
有
り
て
大
（
太
）
唐
神
亀
元
年
と
称
す
。
即
ち
我
が
朝
の
文
武
天
皇
慶
雲
二
年
〈
乙き

の

巳と
み

〉
の
歳
に
当
た
れ
り
。

　

此
れ
は
異
朝
の
先せ

ん
ぎ規

た
る
上
別
段
の
事
な
り
。
我
が
朝
に
於
い
て
は
、
桓
武
天
皇
よ
り
以

こ
の
か
た
に
ん
わ
う

来
人
皇
七
十
余
代
に
至
る
ま
で
、
未
だ
二
代
の
后
に
立
ち
た
ま
ふ
例
を
聞
か
ず
」

と
、
諸
卿
一
同
に
申
さ
れ
け
れ
ば
、
法
皇
も
、
此
の
事
然
る
べ
か
ら
ざ
る
由
、
申
さ
し
め
給
ふ
と
雖
も
、
主
上
仰
せ
有
り
け
る
は
、「
天
子
に
父
母
無
し
。
万
乗
の
宝
位
を

忝
か
た
じ
け
なく

す
る
上
は
、
此
れ
程
の
事
を
叡
慮
に
任
せ
ざ
る
べ
き
様
や
有
る
」
と
て
、
既
に
入
内
の
日
時
を
宣
下
せ
ら
れ
け
る
上
は
、
子
細
に
及
ば
ず
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
〈
延
・
長
・
南
・
屋
〉
に
倣
え
ば
、「
立
ち
た
ま
へ
る
事
有
り
」
と
も
よ
め
る
。〈
延
〉「
則
天
皇
后
ハ
太
宗
、
高
宗
両
帝
ノ
后
ニ
立
給
ヘ
ル
事
ア
リ
」（
巻

一
―
四
三
オ
）。
２
「
御
心
に
靡
く
こ
と
無
く
し
て
」
と
も
よ
め
る
。
3
返
り
点
は
、「
訪
二

」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
4
〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉「
在
位
」。
5
〈
底
〉「
治

ニ

」。

6
「
功
」
の
字
、「
切
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
朱
に
よ
る
傍
書
「
功
」
は
そ
の
た
め
か
。

▽
一
五
オ

【
注
解
】
〇
此
の
事
、天
下
に
於
い
て
殊
に
勝
れ
た
る
事
故
に
　

「
此
の
事
」
と
は
、

多
子
の
二
条
帝
へ
の
入
内
を
い
う
。「
殊
に
勝
れ
た
る
事
故
に
」
は
、〈
延
〉
等
に

見
る
よ
う
に
、「
殊
ナ
ル
勝
事
ナ
リ
ケ
レ
バ
」（〈
延
〉
巻
一
―
四
三
オ
）
と
あ
る

の
が
良
い
。
付
訓
「
ニ
」「
タ
ル
」
は
本
文
成
立
後
に
付
さ
れ
た
も
の
か
。
　

〇

各
意
見
に
云
ひ
け
る
は
　

〈
四
〉「
各

の

進
す

異
見

を

」（
巻
一
―
一
七
右
）、〈
南
・
屋
〉

「
ヲ
ノ

く
意
見
ヲ
申
サ
ル
」（〈
南
〉
上
―
五
〇
頁
）、〈
覚
〉「
各
意
見
を
言
ふ
」

（
上
―
三
〇
頁
）、〈
中
〉「
を
の

く
い
け
ん
に
い
は
く
」（
上
―
三
一
頁
）。
諸
本

の
形
に
倣
え
ば
、「
各
意
見
に
云
は
く
」
と
よ
む
の
が
良
い
か
。
　

〇
太
宗 

生

没
年
五
九
九
～
六
四
九
年
。
在
位
は
六
二
七
～
六
四
九
年
。
底
本
は
、「
大
宗
」

と
記
す
が
、「
太
宗
」
が
正
し
い
。
但
し
、〈
南
・
屋
〉
等
も
「
大
宗
」
と
記
す
よ

う
に
、
普
通
に
使
用
さ
れ
る
用
字
法
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
太
宗
に
は
、

帝
王
学
の
書
と
さ
れ
る
『
帝
範
』
や
『
貞
観
政
要
』
が
あ
る
。
　

〇
奉
為
に
は

　

「
奉
為
」
を
「
お
ん
た
め
」
と
よ
む
用
法
は
、
文
書
等
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
用

法
だ
が
、
当
該
例
の
よ
う
に
、
文
書
以
外
で
の
用
例
と
し
て
は
特
異
な
も
の
と
言

え
よ
う
。
こ
う
し
た
用
例
が
、〈
闘
〉
に
は
、
当
該
例
を
含
め
て
、
六
箇
所
に
見

ら
れ
る
。
巻
一
上
―
②
「
奉
為
朝
家
一

」（
三
一
ウ
1
）、
巻
一
下
―
③
「
奉
為
朝

家
一

」（
一
〇
ウ
3
）・
④
「
奉
為
レ

君
一

」（
一
二
オ
7
）・
⑤
「
奉
為
君
一の

」（
一
六

ウ
5
）・
⑥
「
奉
二

為
君
一

」（
二
八
オ
3
）。
③
は
清
盛
に
宛
て
た
衆
徒
申
状
中
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に
見
ら
れ
る
用
例
だ
が
、
当
該
例
を
含
め
て
他
は
総
て
会
話
文
中
に
見
ら
れ
る
用

例
で
あ
る
点
も
特
異
と
言
え
よ
う
。
　

〇
盛
〔
感
か
〕
業
寺
　

〈
四
〉「
成
業
寺
」、

〈
延
・
長
〉「
盛
業
寺
」、〈
南
・
屋
〉「
感
興
寺
」、〈
盛
〉「
感
業
寺
」、
鎌
倉
本
・

斯
道
文
庫
百
二
十
句
本
「
盛
興
寺
」。『
新
唐
書
』『
旧
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、「
感
業

寺
」
が
正
し
い
。
　

〇
高
宗
の
曰
は
く
　

〈
闘
〉
に
は
、「
其
二
首

の

歌
ニ

曰
」（
巻

一
下
―
三
五
オ
）
の
例
に
見
る
よ
う
に
、「
曰
」
を
「
い
は
く
」
と
よ
む
例
も
見

ら
れ
る
が
、「
不テ
二

言
モ

曰
ノ
玉
ハ

一

」（
巻
八
上
―
一
一
ウ
）
の
例
に
見
る
よ
う
に
「
の
た

ま
ふ
」
と
よ
む
と
考
え
ら
れ
る
例
が
、
当
該
例
を
除
い
て
も
十
三
例
あ
る
。
こ
こ

も
そ
の
よ
う
に
よ
ん
で
良
か
ろ
う
。『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』「
曰
〈
ノ
タ
マ
ハ
ク

　

ノ
タ
マ
フ
〉」（
中
五
九
ウ
）。
　

〇
天
使
五
度
来
た
る
と
雖
も
、
敢
へ
て
以
て

随
ひ
た
ま
は
ず
　

高
宗
の
使
が
五
度
来
た
と
す
る
点
、〈
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
〉

同
、〈
四
〉「
幾
度
」（
巻
一
―
一
七
左
）。
こ
う
し
た
趣
向
は
、『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。
五
度
の
使
に
も
か
か
わ
ら
ず
承
引
が
な
い
た
め
、
高
宗
は
次

に
臨
幸
す
る
こ
と
に
な
る
。
　

〇
朕
敢
へ
て
私
の
志
を
遂
げ
ん
と
に
は
非
ず
。
只

天
下
の
為
な
り 

〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
〉
同
。
但
し
、〈
南
・
屋
〉
は
、「
只

天
下
の
為
な
り
」
を
、〈
屋
〉「
先
帝
大
宗
ノ
代
ヲ
長ナ

カ

カ
ラ
シ
メ
給
ト
也
」（
二
九
頁
）

と
す
る
。
高
宗
の
則
天
皇
后
再
入
内
へ
の
思
い
が
、
決
し
て
「
私
の
志
」
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
天
下
の
た
め
と
す
る
の
は
、
好
色
の
た
め
に
入
内
を
強
行
し
た

二
条
天
皇
の
行
為
と
対
照
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
　

〇
先
帝
の
他
界

を
訪
ひ
奉
ら
ん
が
為
に
、適
釈
門
に
入
れ
り
。再
び
塵
界
に
還
る
べ
か
ら
ず
　

〈
四
・

延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
〉
同
。
武
后
の
入
内
へ
の
頑
な
な
拒
否
の
理
由
・
姿
勢
を

記
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
後
、
高
宗
が
強
引
に
入
内
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
情
を

記
す
こ
と
に
な
る
。
　

〇
爰
に
皇
帝
内
外
の
群
籍
を
勘
へ
合
は
せ
　

〈
四
・
延
・
長
・

盛
〉
同
。
高
宗
は
、
国
内
外
の
（「
内
典
外
典
の
」
と
も
解
し
う
る
）
書
物
を
博

捜
し
て
再
入
内
の
先
例
を
捜
し
出
し
、
内
裏
へ
の
還
御
を
勧
め
た
の
意
。
二
条
天

皇
の
場
合
は
、異
国
の
例（
則
天
武
后
の
例
）は
あ
る
も
の
の
別
段
の
こ
と
で
あ
り
、

我
朝
の
例
は
無
い
と
さ
れ
否
定
さ
れ
る
。
　

〇

て
　

〈
四
〉「

シ
イ

て

」（
巻
一
―

一
八
右
）。〈
延
〉「
強
ヰ
テ
」（
巻
一
―
四
三
ウ
）。〈
名
義
抄
〉「

シ
イ

谷

」（
法
上

六
三
）。「

シ
イ

　

シ
ヘ
タ
ク
、
シ
ブ
ル
、
ヒ
ロ
ム
、
ア
ザ
ム
ク
、
イ
ツ
ハ
ル
、
カ
コ
ツ
、

シ
フ
」（
法
上
六
三
）。
　

〇

然
と
し
て
　

〈
四
・
延
〉
同
、〈
盛
〉「
碓
然
ト
シ
テ
」。

但
し
、
蓬
左
本
・
静
嘉
堂
本
は
「

然

ク
ワ
ク
ゼ
ン

と
し
て
」、〈
長
〉「
く
は
く
ね
ん
と
し
て
」

（
1
―
四
四
頁
）、〈
南
〉「
霍
然
ト
シ
テ
」（
上
―
五
一
頁
）、〈
屋
〉「

然

ク
ワ
ク
ネ
ン

ト
シ
テ
」

（
二
九
頁
）。〈
名
義
抄
〉「

く
わ
く

　

カ
タ
シ
、
マ
コ
ト
、
タ
カ
シ
、
ア
キ
ラ
カ
ニ
」（
法

中
六
）。
　

〇
扈
従
の
群
公
等
　

高
宗
の
御
付
の
者
達
。〈
屋
〉「
高
宗
ノ
近
臣
達
」

（
二
九
頁
）。
　

〇
国
静
か
に
民
楽
し
め
り
　

高
宗
の
在
位
三
十
四
年
の
間
、
国
土

は
豊
か
と
な
り
、
善
政
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
先
の
高
宗
の
言
「
只
天

下
の
為
な
り
」
に
偽
り
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
、
高
宗
の

「
治
世
は
、『
唐
書
』
を
見
て
も
平
穏
と
は
言
い
が
た
く
、
美
化
が
伺
え
る
」（〈
延

全
注
釈
〉
巻
一
―
二
五
三
頁
）。
二
条
天
皇
と
対
照
さ
せ
る
た
め
の
虚
構
と
も
見

う
る
か
。
　

〇
二
和
の
御
宇
　

〈
延
・
長
・
盛
〉
同
、〈
四
〉「
仁
和

の

御
宇
」（
一
八
右
）、

〈
屋
〉「
二ジ　

ケ化
ノ

御
宇
」（「
化
」
の
左
に
、
別
筆
で
「
和
長
門
マ
ナ
」
と
あ
る
。「
二
」

の
校
異
を
記
さ
ず
「
和
」
の
校
異
の
み
を
記
す
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
注
記
の

「
マ
ナ
」
は
、〈
四
〉
で
は
な
く
〈
闘
〉
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
）、〈
南
〉
は
欠

く
が
目
移
り
に
よ
る
脱
落
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』に
よ
れ
ば
、

則
天
武
后
の
威
勢
が
高
宗
に
並
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
天
下
の
人
は
、「
二
聖
」

と
言
っ
た
と
す
る
。「
二
和
」
と
は
、高
宗
と
武
后
と
が
助
け
合
っ
て
善
政
を
行
っ

た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
前
項
に
も
見
る
よ
う
に
、「
二
和
の
御
宇
」
と

の
呼
称
は
、武
后
の
治
世
を
美
化
す
る
た
め
の
虚
構
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、
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〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
盛
・
屋
〉
の
よ
う
に
、
高
宗
と
武
后
と
の
治
世
を
、「
国
静

ニ
民
楽
メ
リ
」「
二
和
御
宇
」
と
好
意
的
に
評
価
す
る
も
の
を
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
見
出
し
え
て
い
な
い
。
　

〇
高
宗
崩
御
の
後
、皇
后
女
帝
と
為
て
天
下
を
治
め
、

年
号
を
神
功
元
年
と
改
む
　

高
宗
の
崩
御
は
、
弘
道
元
年
（
六
八
三
）。
そ
の
後
、

子
の
中
宗
が
即
位
す
る
も
五
十
四
日
で
廃
さ
れ
、
そ
の
後
睿
宗
が
即
位
。
武
后
が

即
位
し
、国
号
を
周
と
し
た
年
を
、〈
闘
・
延
・
長
・
南
・
屋
〉は「
神
功
元
年
」（
六
九
七
）

と
す
る
が
、
天
授
元
年
（
六
九
〇
）
が
正
し
い
。
　

〇
周
の
王
孫
た
る
故
に
、
唐

の
名
を
改
め
て
、
大
周
の
則
天
聖
皇
帝
と
号
す
　

武
后
が
、
周
の
王
孫
を
称
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
四
に
初
見
。〈
四
・
屋
〉「
大
周
則
天
大
上
皇
帝
」、

〈
延
〉「
大
周
則
天
大
皇
帝
」（
四
三
ウ
）、〈
長
・
南
〉「
大
（
太
）
周
則
天
大
聖
皇

帝
」。
天
授
元
年
（
六
九
〇
）
武
后
が
即
位
し
、
国
号
を
周
と
し
た
時
、
武
后
は
、

「
聖
神
皇
帝
」
と
称
し
た
。
ま
た
、
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
武
后
が
退
位
し
た
時
、

子
の
中
宗
は
、
武
后
に
「
則
天
大
聖
皇
帝
」
の
尊
号
を
与
え
た
。
後
者
の
尊
号
に

依
拠
す
る
の
だ
ろ
う
。〈
延
全
注
釈
〉（
巻
一
―
二
五
四
頁
）参
照
。
　

〇
爰
に
臣
下
、

歎
き
て
云
は
く
　

以
下
「
長
か
ら
し
め
給
へ
」
ま
で
、〈
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

な
し
。
こ
れ
ら
の
諸
本
が
当
該
記
事
を
欠
く
事
情
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
注
解
参

照
。
　

〇
先
帝
崩
御
の
後
、
太
宗
の
世
を
相
ひ
継
ぎ
て
経
営
せ
し
む
る
こ
と
、
其

の
功
績
（
続
）
古
今
に
も
類
ひ
無
し
と
ぞ
言
ひ
つ
べ
し
　

当
該
箇
所
を
〈
四
・
延
・

長
〉
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

〈
四
〉
先
帝
大
宗
経ケ

イ

営エ
イ

シ
下

世
一を

其
の
功
続セ

キ

世
に

無
レと

類タ
ヒ

可
レ

云
ツ

」（
一
八
左
）

〈
延
〉
先
帝
ノ
高
宗
代
ヲ
経
営
シ
給
ヘ
ル
事
、
其
功
績
、
古
今
類
ヒ
無
シ
ト
可
謂
一

（
巻
一
―
四
四
オ
）

〈
長
〉
先
帝
の
大
宗
、
世
を
経
営
し
給
へ
る
事
、
其
功
を
つ
ぎ
て
、
古
今
た
ぐ
ひ

な
し
と
い
ひ
つ
べ
し
（
1
―
四
四
頁
）

〈
四
・
闘
〉
が
「
功
続
」
と
す
る
の
は
、「
続
」
の
旧
字
「
續
」
と
「
績
」
と
の

字
形
の
近
似
に
よ
る
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、〈
長
〉
が
同
箇
所
を
「
其
功
を
つ

ぎ
て
」
と
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
〈
四
・
闘
〉
の
場
合
も
、「
其
の
功
を
続つ

ぎ
て
」

と
よ
む
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
い
ず
れ
の
諸
本
に
お
い
て
も
、「
先
帝
」
が

太
宗
か
高
宗
の
い
ず
れ
を
指
す
か
、
太
宗
の
世
を
続
い
て
経
営
し
た
の
は
誰
か
、

「
其
の
功
績
」
と
は
、誰
の
功
績
を
言
う
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
。〈
四
〉
の
場
合
、

〈
長
〉
に
倣
え
ば
「
先
帝
の
大
宗
」
と
よ
め
る
が
、
そ
の
場
合
、「
其
の
功
績
」「
其

功
を
つ
ぎ
て
」
と
は
誰
の
こ
と
を
言
う
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
。
始
祖
の
太
宗
の

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
は
、
太
宗
の
後
を
継
い
だ
高
宗
の
功
績
を
指
す
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、〈
四
〉
は
、「
先
帝
、
太
宗
の
世
を
経
営
し
た
ま

ふ
其
の
功
績
、類
無
し
と
云
ひ
つ
べ
し
」
と
よ
め
よ
う
。〈
長
〉
の
「
先
帝
の
大
宗
」

に
は
、
誤
り
が
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
一
方
、
高
宗
の
天
下
経
営
の
手
腕
を

称
讃
す
る
〈
延
〉
の
場
合
、
そ
う
し
た
問
題
は
な
い
。
以
下
は
、
高
宗
の
治
世
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
天
子
が
い
な
い
も
同
然
で
あ
る
と
し
て
、
現

在
の
武
后
の
治
世
を
批
判
す
る
文
脈
と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、先
の
、「
天
下
ノ
為
」

に
「
皇
后
ト
皇
帝
」
と
が
手
を
携
え
て
「
二
和
御
宇
」
の
世
を
作
り
上
げ
た
と
す

る
文
脈
と
齟
齬
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
よ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

〈
盛
・
南
・
屋
〉
は
、
当
該
記
事
を
欠
く
の
で
あ
ろ
う
。
前
項
の
注
解
参
照
。
で
は
、

〈
闘
〉
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
よ
め
る
の
か
。「
先
帝
」
は
、
高
宗
を
指
そ
う
。
と

す
れ
ば
、〈
全
注
闘
〉
は
、「
太
宗
世
を
」（
上
―
一
〇
二
頁
）
と
よ
む
が
、
こ
こ
は
、

「
太
宗
の
世
を
」
と
よ
む
べ
き
だ
ろ
う
。
高
宗
崩
御
の
後
、
始
祖
太
宗
の
世
を
続

い
て
経
営
し
、
そ
の
功
績
は
古
今
に
類
無
い
と
褒
め
称
え
ら
れ
る
の
は
、
武
后
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
武
后
称
讃
の
文
脈
の
中
で
よ
ん
で
い
け
ば
、
先

の
〈
延
〉
に
見
た
善
政
を
行
い
、「
二
和
御
宇
」
と
称
え
ら
れ
た
武
后
と
の
齟
齬
は
、



名古屋学院大学論集

（
一
三

）

― 306 ―

〈
闘
〉
に
は
な
く
な
る
。〈
闘
〉
の
武
后
像
こ
そ
が
、『
平
家
物
語
』
が
本
来
記
そ

う
と
し
た
武
后
像
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

〇
太
宗
の
功
業
を
長
か
ら
し

め
給
へ
　

「
太
宗
の
功
業
」
と
す
る
点
、〈
四
・
長
〉
同
。〈
延
〉「
高
宗
ノ
功
業
」。

〈
四
・
闘
・
長
〉
で
は
、
高
宗
・
武
后
は
、
始
祖
太
宗
の
治
世
を
受
け
継
い
だ
と

す
る
。
　

〇
太
宗
の
太
子
中
宗
皇
帝
　

中
宗
を
、〈
闘
〉
は
太
宗
の
太
子
と
す
る

が
、〈
四
・
延
・
長
・
南
〉
は
高
宗
の
子
。〈
盛
・
屋
〉
は
関
係
を
記
さ
な
い
。
高

宗
の
子
と
す
る
の
が
正
し
い
。「
太
宗
の
功
業
」
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
連
想
か
ら
、

太
宗
の
太
子
と
す
る
の
か
。
　

〇
大
唐
神
亀
元
年
　

〈
四
〉
同
、〈
延
〉「
大
唐
神

龍
元
年
」、〈
長
・
盛
・
南
・
屋
〉「
神
龍
元
年
」。
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
が
正
し
い
。

こ
の
年
は
、
日
本
で
は
文
武
天
皇
慶
雲
二
年
〈
乙
巳
〉
に
当
た
る
。
な
お
、
神
亀

元
年
は
、
日
本
で
は
、
七
二
四
年
、
北
魏
で
は
、
五
一
八
年
に
該
当
す
る
。
　

〇

此
れ
は
異
朝
の
先
規
た
る
上
別
段
の
事
な
り
　

〈
四
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
、〈
延
・

長
・
盛
〉「
両
帝
ノ
后
ニ
立
給
事
、
異
国
ニ
ハ
其
例
有
ト
云
ヘ
ド
モ
」（〈
延
〉
巻

一
―
四
四
オ
）。〈
延
・
長
・
盛
〉
で
は
、両
帝
の
后
に
な
っ
た
例
は
異
国
に
あ
る
が
、

我
が
国
に
そ
の
例
は
な
い
と
す
る
の
み
で
、
武
后
の
話
は
、
異
国
で
の
二
代
の
后

と
な
っ
た
先
例
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
よ
め
る
。
と
す
れ
ば
、
高
宗
と

武
后
と
の
治
世
が
な
ぜ
「
国
静
ニ
民
楽
メ
リ
」「
二
和
御
宇
」
と
好
意
的
に
描
か

れ
る
の
か
そ
の
理
由
が
判
然
と
し
な
い
。
に
対
し
て
、〈
四
・
闘
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

の
場
合
、武
后
の
話
は
、異
朝
の
規
範
（〈
盛
全
釈
〉
六
の
注
解
「
先
規
」〔
三
八
頁
〕

参
照
）
と
な
る
べ
き
話
で
あ
る
上
に
、別
段
（
＝
格
別
）
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
注
解
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
武
后
の
話
に
は
、
二
条

天
皇
と
多
子
と
の
「
二
代
后
」
話
が
、
対
照
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
　

〇
桓
武
天
皇
よ
り
　

〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
、

い
ず
れ
も
「
神
武
天
皇
」
と
す
る
。
桓
武
天
皇
は
、
五
十
代
天
皇
。
こ
こ
は
、
初

代
天
皇
で
あ
る
「
神
武
天
皇
」
が
良
い
。〈
闘
〉
が
、
桓
武
天
皇
と
す
る
理
由
は

判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
神
武
↓
か
ん
武
↓
桓
武
」
と
い
う
よ
う
な
転
化

過
程
が
想
定
で
き
る
か
。
　

〇
主
上
仰
せ
有
り
け
る
は
　

〈
延
・
南
・
屋
・
中
〉「
主

上
仰
ノ
有
ケ
ル
ハ
」（〈
延
〉
巻
一
―
四
四
オ
）
と
も
、〈
長
〉「
主
上
の
仰
あ
り
け

る
は
」（
1
―
四
五
頁
）
と
も
よ
め
る
。


